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研究要旨 
 脊髄小脳変性症および筋萎縮性側索硬化症 (ALS)の一部において、遺伝子中の非
翻訳領域におけるリピート配列の異常伸長が原因であることが報告されている。病
態機序として、原因遺伝子から産生される異常伸長 RNAが神経細胞毒性を仲介して
いると考えられている。したがって、異常伸長 RNAを細胞内で分解することができ
れば新たな治療法となり得ると考えられる。我々は最近、RNA が ATP 依存的にリ
ソソームに直接取り込まれ、分解されるという新たなオートファジーシステムを発
見し、このシステムを RNautophagyと名付けた (Autophagy. 2013)。本研究では、
異常伸長 RNAの分解に RNautophagy を活用することを目的に研究を行っている。
そのため、RNA RNautophagy が基質選択性を有しているかどうか、また神経変性
に関与するリピート RNAが RNautophagyの基質となるかを検討した。その結果、
RNautophagyは基質選択性を有していること、また少なくとも特定のリピートRNA
は in vitroにおいて RNautophagyの基質となることが明らかとなった。 

 

 

Ａ.研究目的 

 近年脊髄小脳変性症および筋萎縮性側索硬

化症 (ALS)の一部において、遺伝子中の非翻

訳領域におけるリピート配列の異常伸長が発

症の原因となることが報告されている。原因

遺伝子から作られる異常伸長 RNA が神経細

胞毒性を仲介していると考えられており、異

常伸長 RNA を細胞内で分解することができ

れば新たな治療法となり得る。ところが、神

経細胞内における RNA 分解機構については

ほとんどわかっていない。細胞内分解システ

ムのうち、リソソームを分解の場とするもの

は総称してオートファジーと呼ばれている。

リソソームは多種類の加水分解酵素を内部に

有しており、蛋白質だけでなく核酸や脂質、

糖質も分解することができる。 

 我々は最近、RNAが ATP依存的にリソソ

ームに直接取り込まれ、分解されるという新

たなオートファジーシステムを発見し、この

選択的分解システムを RNautophagy と名付

けた (Autophagy. 2013)。同時に、このシス

テムにおいてリソソーム膜蛋白質である

LAMP2C が核酸受容体として機能すること

を見いだした。興味深いことに、LAMP2C

は脳内、とりわけ神経細胞に高発現しており、

RNautophagy は神経細胞において機能し神

経の恒常性維持に働いていると考えられる。

また、LAMP2 遺伝子欠損マウス脳のトータ

ル RNA 量を解析したところ、野生型と比較

して RNAの蓄積が観察された。 

 本研究では、脊髄小脳変性症の治療のため、

異常伸長 RNA の分解に RNautophagy を活

用することを目的に研究を行っている。本年

度は、RNautophagy が基質選択性を有して

いるかどうか、また異常伸長 RNA が

RNautophagyの基質となるかを検討した。 



 

Ｂ.研究方法 

 LAMP2Cの細胞質側配列（約 12アミノ酸）

を用いたプルダウンアッセイにより、

LAMP2C に結合する RNA 配列を検討した。

またマウス脳から単離したリソソームを用い

て、どのような配列の RNAが RNautophagy

の基質となるかについて解析した。RNAの配

列としては、polyA, polyU, polyG, polyCお

よび神経変性疾患の原因と関与するリピート

RNAを用いた。 

 (倫理面への配慮) 

 動物実験は国立精神・神経医療研究センタ

ー 神経研究所において該当する委員会の承

認を受けて行った。実際の実施に当たっては

３R の原則に、研究者の responsibility を加

えた 4Rに配慮して行った。 

 

Ｃ.研究結果 

 PolyA, polyU, polyG, polyCのうち、特定

の配列のみが LAMP2C の細胞側質配列と結

合した。また、LAMP2C の細胞質側配列と

結合した RNA は RNautophagy によって単

離リソソームに取り込まれたが、結合しない

RNAは取り込まれなかった。さらに、神経変

性疾患の原因と関与するリピート RNA につ

いても LAMP2C の細胞質側配列と結合し、

RNautophagy によって単離リソソームに取

り込まれた。 

 以上の結果から、RNautophagy は基質選

択性を有すること、少なくともある種の神経

変性関連リピート RNA は in vitroにおいて

RNautophagy の基質となることが明らかと

なった。 

 

Ｄ.考察 

 RNautophagy は神経細胞内において、不

必要なRNAや異常RNAをある程度選択的に

分解している可能性がある。 

 

Ｅ.結論 

 RNautophagy は基質 RNA に対して選択

性を有し、少なくとも特定の神経変性関連リ

ピ ー ト RNA は in vitro に お い て

RNautophagy の基質となる。今後、細胞内

において神経変性関連リピート RNA が

RNautophagy の基質となるか検討し、脊髄

小脳変性症の治療のための RNautophagy 

活用法を構築する。 
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